
禁煙外来は全額助成します！！

たばこ●がんと

喫煙で寿命はどう変わるの？喫煙が原因のがんはあらゆる部位で発症

　喫煙者の寿命は非喫煙者に比べ、平均で約10年短い
とされています（※1）。40歳の時点でたばこを吸っている
人は、男性で約５年、女性で約４年、吸っていない人に比
べて余命（その年齢の人が平均あと何年生きるかの予
測）が短いという報告もあります（※2）。
　禁煙すれば、こうした余命の短縮は大幅に解消できま
す。例えば35歳以前に禁煙すれば、寿命の短縮を避けら
れるというデータ（※1）もあるのです。
　そしてたばこがなくなれば、がん死亡全体の約４割はなく
なるといわれています。また、がん以外の病気や受動喫煙の
影響、受動喫煙による子どものぜんそくや赤ちゃんの突然
死（SIDS）なども予防できます。
　自分と周囲の人の人生を楽しむためにも、ぜひ禁煙を
お勧めします。

　たばこには約70種の発がん
性物質が含まれていますが、こ
れは口や鼻から喉を通って肺
に達します。肺に達した発がん
性物質は血液を通じて全身の
臓器に運ばれます。
　また、唾液にとけて食道から
消化器管を通じて排泄され、
全身の臓器のがんリスクが高
まるのです。

　日本人男性のがんの最大の原因はたばこです。男性は喫煙率が女性より高いため、その影響が大きいのです。
つまり、喫煙者にとってがんの最大の原因はたばこだといえます。
　しかし、禁煙すればそのリスクは減らせます。禁煙は何より効果的な生活習慣病予防法なのです。
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※1  Sakata R，et al:BMJ. 2012;345:e7093.
※2  平成18年度厚生労働省研究班・小笹ら

資料：厚生労働省
「喫煙と健康　喫煙の健康影響に
関する検討会報告書」2016年

　喫煙は様々な病気の原因となり、本人だけではなく、家族や友人など大切な人にも被害を及ぼします。
　昨年実施したレセプト分析の結果からも、喫煙者の家族には、喘息などの呼吸器系疾患が多いことがわかり
ました。
　ぜひ禁煙にチャレンジしましょう。
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助成
対象者

組合員（任意継続組合員は除く。）及び被扶養者
医療機関で禁煙外来を受診し、禁煙に成功した方

請求
方法

次の書類を共済事務担当課に提出してください。
・禁煙外来助成金請求書
・禁煙成功証明書
　家族や職場の同僚の方に治療開始から6か月間禁煙が継続して
いることの証明を受けてください。
・領収書及び診療明細書（原本）
　医療機関発行の禁煙外来を受診したことが明記されたもの
※請求書等はホームページ「各申請書ダウンロード」からダウン　
　ロードできます。
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